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平成２１年度環境事業及び環境調査結果の概要 

 

1． 大気環境 

①大気環境測定 

市内では大仙保健所において、二酸化窒素（NO2）の濃度観測を実施しています。二酸

化窒素の観測値は、0.006ppm（環境基準値0.060ppm以下）であり、環境基準を達成して

います。 

※平成21年度版秋田県環境白書（資料編）P24引用 

 

②酸性雪調査 

酸性雨は、主に工場や、自動車から排出される硫黄酸化物や窒素酸化物が大気中で硫

酸、硝酸に変化し、地上に降り注ぐことから起こります。 

市では、東北各県内市役所の共同調査として毎年1月から2月にかけて、酸性雪の観

測を実施しています。平成20年度の大仙市のpHは、平均値pH4.84となり酸性雪（pH5.6

以下）が観測されました。前年と比較しますと若干ではありますが、酸性の値が弱まっ

ています。秋田県内 9 市及び東北 6 県の pH を比較すると、日本海側に面した観測地点

ほど酸性度が高くなる傾向にあることがわかります。これは、中国で化石燃料を多量に

燃焼した際に発生する煤煙等が、気流に乗って日本海側に降り注いでいることが、要因

のひとつであると考えられます。 

※電気伝導率は、大仙市が 53.1μS/cm、秋田県内の平均が 63.7μS/cm であり、水道水

（66.7～250.0μS/cm）よりも低い伝導率でした。      ※資料１：P１・2参照 

 

2．水環境 

①河川水質調査 

大仙市では、各支所ごとに河川の生活環境保全項目について水質調査を実施していま

す。今年度河川の汚濁状況を表す代表的な指標でありますBODにつきましては、類型指

定に該当する河川についてはその類型指定の環境基準を、該当しない河川については B

類型基準を達成しています。                ※資料１：Ｐ3～5参照 

雄物川につきましては、過去6年の BODの経年変化をグラフにしております。昨年度

と比較すると、ほぼ変わらずに環境基準を満たしておりますが、若干の上昇が見受けら

れるので、今後も注意して観測していく必要があります。     ※資料１：P3参照 

 

3．化学物質対策 

①ダイオキシン類濃度調査 

（１）大気中 

大仙保健所において、春期、夏期、秋期、冬期の 4 回大気中のダイオキシン類濃度

の測定がされています。その平均値は 0.054pg-TEQ/m3 となっており、環境基準値

（0.6pg-TEQ/m3以下）を達成しています。 
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（２）公共用水域 

丸子橋（大曲）と馬場橋（協和）において調査が実施されています。水質の測定値

は、丸子橋が0.29pg-TEQ/l、馬場橋が0.32pg-TEQ/l（環境基準値1pg-TEQ/l以下）、

底質の測定値は丸子橋が 0.35pg-TEQ/g、馬場橋が 0.52pg-TEQ/g（環境基準値

150pg-TEQ/g以下）であり、いずれの項目についても環境基準値を達成しています。 

※平成21年度版秋田県環境白書資料編p.102・103引用 

 

4．生活環境 

①騒音調査 

  大曲地域内の6ヵ所（大曲中学校線、若竹第一児童公園、十日市公園、ねむのき児童

公園、中飯田交差点前、東川支線）におきまして騒音測定を実施しています。 

  平成 21 年度の測定結果は、ほぼ昨年と同等の数値であり、全ての時間帯において環

境基準を達成しています。                 ※資料１：P6･7参照 

 

5．環境学習 

 地球温暖化をはじめとする様々な環境問題に対する意識啓発を図るため、地域住民と一

体となった環境保全の推進を目指した環境学習を実施しました。 

 各世代が環境に関心を持ち、環境に対する人間の責任と役割を理解し、環境保全活動に

参加する態度や環境の仕組みに対する見方、考え方を養うことを目的としています。 

 

①「子どもといっしょに～はじめよう！暮らしのエコチャレンジ」 

平成 20 年度より、未来を担う子どもたちが身近な暮らしと環境の関わりを知り、環境

にやさしいライフスタイルを身につけていくことを目指し、子どもと保護者が一緒に取り

組む簡易環境家計簿を作成しております。市内全 26 小学校の 4 年生とその保護者が、夏

休み期間を利用して、身近な「ごみ」「水」「エネルギー」をテーマに活動に取り組みまし

た。686 世帯に参加していただき、1 週間の取り組みで、およそ 308kg の二酸化炭素の削

減になりました。               ※資料１：P8、資料２：P2･3参照 

 

②「ワンデイ・エコチャレンジ」 

 本年度より新に家庭や事業所で「まずは 1 日から」をテーマにとした簡易環境家計簿

を実施いたしました。省エネルギーや地球温暖化について考える機会や省エネ行動に取

り組むきっかけを市民・事業所の方々に提供することにより、地球温暖化防止に貢献す

ることを目的としています。          ※資料１：P8、資料２：P5～7参照 

 

③「大仙市環境家族宣言」 

 平成 20 年度より実施している事業で、地球環境保全の取り組みを家庭から行ってもら

うための環境家計簿です。環境に対する取り組みの中でも「ごみの減量」や「省エネ」な

ど、身近なことを対象としており、各家庭で無理なく実施できる内容となっています。

7,100人の方に参加があり、市内の中学生とその家族が1週間、一般の参加者が1ヵ月間

取り組みました。全体で約5.6tの二酸化炭素の削減となっています。                          

※資料１：P8、資料２：P1～3参照 
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④夏休み親子環境学習（自然観察会） 

 環境課と青少年育成大仙市民会議「大曲地域会議」の共催で実施している事業で、大曲

地域の姫神公園を会場に自然観察会を開催しました。昆虫についての講話や公園内での昆

虫採集を行い、親子14組34名の参加となっています。        資料２：P４参照 

 

⑤こどもエコクラブ 

 子ども達がクラブを組織し、そのメンバーの興味・関心に基づいて主体的に行う環境保

全活動を環境省をはじめとして行政が支援するものです。活動内容は、クラブによって地

球温暖化防止に関するものや水生生物調査、リサイクル活動等多様に存在します。 

平成21年度大仙市内のクラブ数 4クラブ（大曲1、中仙1、太田2） 

 

6．地球温暖化防止対策 

①広報による普及 

市の広報を用い、野焼きの禁止やゴミの分別・減量化について周知徹底、意識啓発に努

めております。                        ※資料２：P10～13 

 

 
 

 

 

 

 

 

（平成21年6月16日号広報掲載） 

（広報９月１６日号より） 
（平成21年8月1日号広報掲載） 

（平成21年9月16日号広報掲載） 
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②大仙市役所地球温暖化対策実行計画の実施 

 平成20年 4月に「大仙市役所地球温暖化対策実行計画」を策定し、大仙市役所の事務

事業に係る地球温暖化ガスの削減に努めています。平成18年度を基準とし、平成24年度

を目標年として、6％の二酸化炭素排出量の削減を目指しています。18年度の排出量は

20,806t-co2、平成20年度の排出量は20,374t-co2となっており、基準年と比較すると約

2％の削減となっております。 

また、10月に走行中に二酸化炭素を全く排出しない電気自動車を公用車として導入し、

稲ワラ焼き防止や不法投棄パトロールに活用しています。       ※資料２：P8 

 

7．その他 

 

①公害苦情処理 

平成21年度公害苦情要望相談状況             平成22年 3月末現在 

区 分 受付件数 備  考 

 大気汚染  18件 稲ワラ・野焼き 

 水質汚濁  12件 灯油流出等 

 土壌汚染    

 騒音  4件 工事現場等 

 振動  1件 近隣での重機使用 

 地盤沈下    

 

 典 

 型 

 ７ 

 公 

 害 

 悪臭  14件 近隣の悪臭等 

 その他  147件 動物の死骸放置・不法投棄・側溝ます清掃等 

   合 計 196件  

※ 公害苦情調査による公害苦情分類（総理府）による分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１期 第２期 第３期 第４期

1/26～2/2 2/2～2/9 2/9～2/16 2/16～2/23

ｐH 4.80 4.20 4.70 5.20 4.58 4.20 ～ 5.20

EC(μs/cm) 22.0 72.0 71.0 160.0 82.3 22.0 ～ 160.0

ｐH 4.80 5.00 5.50 5.50 5.04 4.80 ～ 5.50

EC(μs/cm) 3.4 2.2 2.0 2.1 2.5 2.0 ～ 3.4

ｐH 4.60 5.80 5.20 － 5.01 4.60 ～ 5.80

EC(μs/cm) 34.0 56.0 33.0 － 40.7 33.0 ～ 56.0

ｐH 4.57 4.04 4.40 4.63 4.36 4.04 ～ 4.63

EC(μs/cm) 26.1 102.5 70.5 156.0 86.4 26.1 ～ 156.0

ｐH － 5.20 5.10 5.50 5.21 5.10 ～ 5.50

EC(μs/cm) － 91.2 48.0 81.3 60.0 48.0 ～ 91.2

ｐH 4.20 4.10 4.60 4.70 4.47 4.10 ～ 4.70

EC(μs/cm) 56.0 100.0 46.0 130.0 84.7 46.0 ～ 130.0

ｐH 4.90 4.60 4.60 5.50 4.84 4.60 ～ 5.50

EC(μs/cm) 16.0 112.0 37.0 72.0 53.0 16.0 ～ 112.0

ｐH 4.80 4.10 6.10 6.00 4.78 4.10 ～ 6.10

EC(μs/cm) 16.0 170.0 22.0 40.0 41.3 16.0 ～ 170.0

ｐH 5.00 4.20 5.90 5.70 4.91 4.20 ～ 5.90

EC(μs/cm) 13.0 130.0 26.0 65.0 45.1 13.0 ～ 130.0

ｐH 4.73 4.28 4.83 5.14 4.70 4.04 ～ 6.20

EC(μs/cm) 20.1 78.5 40.3 114.8 63.7 1.6 ～ 320.0

ｐH 4.90 4.34 4.84 4.88 4.74 4.10 ～ 6.51

EC(μs/cm) 33.1 67.2 51.7 93.7 65.0 12.3 ～ 506.0

ｐH 5.00 4.63 4.88 5.51 5.08 4.40 ～ 6.90

EC(μs/cm) 15.2 69.5 35.8 25.2 24.5 1.3 ～ 217.0

ｐH 5.25 4.89 5.40 5.49 5.32 4.50 ～ 7.60

EC(μs/cm) 9.0 193.8 54.4 25.1 17.4 1.2 ～ 283.0

ｐH 5.00 4.24 4.58 5.11 4.77 3.94 ～ 5.94

EC(μs/cm) 16.6 77.9 48.0 67.3 47.4 1.0 ～ 272.0

ｐH 5.04 4.00 4.59 5.50 5.00 3.95 ～ 7.70

EC(μs/cm) 8.2 99.5 34.0 35.3 20.4 0.5 ～ 236.0

※pH（水素イオン指数）…pH値が小さくなればなるほど酸性が強いとされ、逆にpH値が大きくなれ
　　　　　　　　　　　　ばなるほどアルカリ性が強いとされる。pH=7 の場合は中性と呼ばれる。

　　　EC（電気伝導率）…電気の流れ易さを表す。水が電気を流すのは水中の電解質によるも
　　　　　　　　　　　　ので、電解質の量が多いほど電気が多く流れる。
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表１．酸性雪調査の結果（平成21年1月26日～2月23日）
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年度 15 16 17 18 19 20

pH 4.6 5.0 4.5 4.5 4.7 4.8

表２．大仙市酸性雪調査経年変化表

図１．大仙市酸性雪調査経年変化図
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BOD SS DO 大腸菌群数
mg/l mg/l mg/l MPN/100ml

16 6.9 0.7 19.0 8.7 2.4×10⁴

17 7.0 1.7 <1 9.0 1.4×10⁴

18 6.8 1.4 8.0 9.0 1.3×10⁴

19 6.3 0.8 3.0 9.4 1.6×10⁴

20 7.0 1.0 3.0 10.0 5.4×10³

21 7.1 1.2 7 9.3 2.3×10³

小友川西根橋（大曲） - 21 7.0 1.4 12 10 7.9×10³

川口川刈又橋（仙北） A 21 7.2 <0.5 3 9.0 7×10²

西ノ又川及位橋（南外） - 21 6.7 0.8 9 8.4 1.7×10³

小滝川小滝川取水口（中仙） - 21 6.8 <0.5 3 9.5 1.7×10³

土買川駒入橋（西仙北） A 21 7.1 1.1 11 8.8 2.2×10³

淀川新山橋（協和） A 21 7.0 1.2 4 9.0 1.3×10³

川口川館の下橋（太田） A 21 7.3 <0.5 <1 8.8 3.3×10²

大浦沼大浦沼橋（神岡） - 21 6.5 2.6 3 9.1 4.9×10²

※網掛けは基準値外

A雄物川大曲大橋

表３．河川水質調査の結果

類型 年度 pH

図２．雄物川大曲大橋におけるBODの経年変化
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項

目 利用目的の 水素イオン 生物化学的

類 適応性 濃度 酸素要求量

型 (pH) (BOD) (SS) (DO)

水道１級

自然環境保全 6.5以上 1mg/l 25mg/l 7.5mg/l 50MPN/

及びA以下の欄 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下

に掲げるもの

水道2級

水産1級

水浴 6.5以上 2mg/l 25mg/l 7.5mg/l 1,000MPN/

及びB以下の欄 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下

に掲げるもの

水道３級

水産２級 6.5以上 3mg/l 25mg/l 5mg/l 5,000MPN/

及びC以下の欄 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下

に掲げるもの

水産３級

工業用水１級 6.5以上 5mg/l 50mg/l 5mg/l

及びD以下の欄 8.5以下 以下 以下 以上

に掲げるもの

工業用水２級

農業用水 6.0以上 8mg/l 100mg/l 2mg/l

及びEの欄 8.5以下 以下 以下 以上

に掲げるもの

ごみ等の

工業用水３級 6.0以上 10mg/l 浮遊が認 2mg/l

環境保全 8.5以下 以下 められな 以上

いこと。

D

E

-

-

-

AA

A

B

C

表４．河川の環境基準

基準値

浮遊物質量 溶存酸素量
大腸菌群数
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図３．河川水質調査位置図

G　新山橋
　　淀川

D　西ノ又川
　　新及位橋

F　駒込橋
　　土買川

I　大浦沼
　大浦沼橋

C　刈又橋
　　川口川

E　小滝川取水口
　　小滝川

H　館の下橋
　　川口川

南外総合支所

（協和地域）

西仙北総合支所

市役所本庁舎

仙北総合支所

中仙総合支所

太田総合支所

A　大曲大橋
　　雄物川

B　西根橋
　　小友川

神岡総合支所

玉川

国道13号線

国道105号線

秋田自動車道
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表５．騒音調査結果

調査地点 昼　間（dB） 夜　間（dB） 地域の区分

大曲中学校通線 58.5（60以下） 38.5（55以下）
第二種中高層住居専用地域

（二車線以上の道路に面する地域）

若竹町第一児童公園 46.1（55以下） 34.3（45以下） 第二種中高層住居専用地域

十日市公園 65.8（70以下） 54.8（65以下）
準工業地域

（幹線交通を担う道路に近接する空間）

ねむのき児童公園 54.9（65以下） 42.2（60以下）
商業地域

（二車線以上の道路に面する地域）

中飯田交差点前 64.5（70以下） 55.8（65以下）
第一種住居地域

（幹線交通を担う道路に近接する空間）

東川支線 65.7（70以下） 55.3（65以下） 幹線交通を担う道路に近接する空間

※昼間（６時から22時）及び夜間（22時から６時）における、等価騒音レベル（デシベル・dB）の
 　平均騒音レベル、括弧内は騒音環境基準。

図４．騒音調査位置図
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表６．騒音に関する環境基準の類型と基準値 

基準値 

地域の類型 
（昼間） 

午前６時から 

午後１０時 

（夜間） 

午後１０時から 

午前６時 

該当地域 

Ａ 

第一種低層住居専用地域 

第二種低層住居専用地域 

第一種中高層住居専用地域 

第二種中高層住居専用地域 

Ｂ 

５５ｄB以下 ４５ｄB以下 

第一種住居地域 

第二種住居地域 

準住居地域 

Ｃ ６０ｄB以下 ５０ｄB以下 

近隣商業地域 

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

 

表７．表７に該当する地域のうち道路に面する場合についての環境基準 

基準値 

地域の区分 
（昼間） 

午前６時から 

午後１０時 

（夜間） 

午後１０時から 

午前６時 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道

路に面する地域 
６０ｄB以下 ５５ｄB以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道

路に面する地域及びＣ地域のうち車線を有

する道路に面する地域 

６５ｄB以下 ６０ｄB以下 

幹線交通を担う道路に近接する空間 

（個別の住居等において騒音の影響を受けや

すい面の窓を主として閉めた生活が営まれて

いると認められるときは、屋内へ透過する騒音

に係る基準（昼間にあっては４５デシベル以

下、夜間にあっては４０デシベル以下）による

ことができる。） 

７０ｄB以下 ６５ｄB以下 

（平成１０年９月３０日環告６４） 

1.車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の

車道部分をいう。  
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１世帯当たりの
二酸化炭素削減量 2,386g 11,159g

中学生世帯 一般世帯

二酸化炭素
総削減量

3,925kg 1,696kg

4,766kg

308,407g 市内全26校合　　　　　計

１世帯当たりの二酸化炭素削減量

686世帯

約450ｇ/世帯

参加世帯数

参加人数

1,645世帯 

（参考資料：林野庁ホームページ　http://www.rinya.maff.go.jp/j/kenho/ondanka/con_2.html）

二酸化炭素削減量 参加校数

152,864g 14校

37,802g 8校

3,296世帯･ 82事業所

9,149人

参加世帯数 2,926世帯 370世帯

表１０．「ワンデイエコチャレンジ」取組結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成２２年２月実施

小中学生世帯 一般世帯 事業所 合計

「８０年生の杉の木１本が１年間に吸収する二酸化炭素量は、約14kg。
　こどもエコチャレンジでは約22本分
　環境家族宣言では約402本分
　ワンデイエコチャレンジでは約340本分
　の杉の年間二酸化炭素吸収量に値する削減となりました。」

82事業所

-

174kg
二酸化炭素
総削減量

4,203kg 389kg

参加人数 7,928人 1,221人

エコチャレンジのテーマ

※複数テーマを選択した学校があります。

（２）「くらしの中の水」

5,621kg

117,741g 6校（３）「くらしの中のエネルギー」

152世帯

6,609人 491人

表８．「子どもといっしょに～はじめよう！
　　　　暮らしのエコチャレンジ」取組結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成２１年７～８月実施

合計

1,797世帯

7,100人

表９．「環境家族宣言」取組結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２１年８月実施

参加世帯

335世帯

236世帯

115世帯

（１）「ごみとリサイクル」

８



※掲載可の事業所を記載
№ 事業所名 住所
1 大曲舗装（株）　アスファルトプラント 大仙市花館字間倉洲崎
2 大曲小型貨物自動車運送株式会社 大仙市花館字下殿屋敷
3 （株）ヰセキ東北　大曲営業所 大仙市花館字葛野
4 田中コンクリート工業（株） 大仙市花館字中大戸
5 （株）アルノ 大仙市花館字中台
6 （株）サンネット 大仙市花館上町
7 日本たばこ産業（株）　大曲営業所 大仙市大曲福住町
8 羽後信金　大曲支店 大仙市大曲福住町
9 高吉建設（株） 大仙市大曲福住町
10 有限会社　ランス 大仙市若竹町
11 玉川電気工業（株） 大仙市佐野町
12 大曲郵便局 大仙市佐野町
13 （株）損害保険ジャパン大仙支社 大仙市佐野町
14 高牧食産（株） 大仙市佐野町
15 （株）トータルジムキ 大仙市福田町
16 北都銀行　大曲支店 大仙市大曲中通町
17 ニッセイ同和損害保険（株） 大仙市大曲通町
18 イオン大曲ショッピングセンター 大仙市和合字坪立
19 株式会社　共立総合設計 大仙市大曲住吉町
20 （株）交絢社　大曲店 大仙市戸蒔字大槻
21 （株）自然科学調査事務所 大仙市戸蒔字谷地添
22 （株）秋田情報企画 大仙市大曲若葉町
23 大曲施設工業（株） 大仙市大曲須和町
24 秋田銀行　大曲支店 大仙市大曲須和町
25 株式会社　仙北印刷所 大仙市大曲栄町
26 有限会社　秋田民報社 大仙市大曲栄町
27 （資）おやしきタクシー 大仙市大曲栄町
28 （株）サイテクト 大仙市大曲上栄町
29 大曲木材株式会社 大仙市大曲日の出町
30 （株）木村土木 大仙市下深井字坂口端
31 株式会社　粟津鉄工建設 大仙市川目字月山
32 大曲土建（株） 大仙市大曲飯田町
33 （株）エムシーエー建築設計 大仙市大曲飯田町
34 セイコーインスツル（株）秋田営業所 大仙市大曲西根字鳥居
35 （株）秋田中央機工　大曲営業所 大仙市大曲西根仁応治
36 （株）アキタ・プレコン 大仙市内小友字北太田
37 加藤産業株式会社 大仙市内小友字太田
38 秋田木材（株） 大仙市協和境字苅谷沢
39 （株）協和プロパン 大仙市協和上淀川字和田
40 東電化工業株式会社 大仙市協和船岡字善知島
41 進藤建設株式会社 大仙市協和峰吉川字半仙
42 （株）ONESUTE 大仙市上鴬野字向飛田
43 寺田建設（株） 大仙市清水字上大蔵
44 （株）佐々木技術コンサルタント 大仙市清水字野口田中
45 高三建設（株） 大仙市長野字新山
46 中仙塗装工業 大仙市長野字柳田
47 仲周建設株式会社 大仙市長野字二日町
48 株式会社　秋豊ネットライズ県南営業所 大仙市長野字新山
49 大栄建工（株） 大仙市長野字小豆瀬
50 ゼネラルオプティックス（株） 大仙市豊川字八丁堀
51 エヌ・ワイ・エヌ（株） 大仙市堀見内字下田茂木
52 （株）しまむら大曲北 大仙市戸地谷字川前
53 （株）仙建 大仙市橋本字中井村
54 （株）佐藤建設 大仙市太田町三本扇字狐柳
55 長澤工務店（株） 大仙市太田町駒場字高倉
56 大仙建設サービス（株） 大仙市太田町太田新田田尻
57 中半産業株式会社　秋田工場 大仙市太田町永代字西田
58 （株）北日本花火工業 大仙市神宮寺字下金葛
59 （株）セーコン秋田工場 大仙市北楢岡字北楢岡
60 （株）伊藤組 大仙市南外字杉橋
61 （株）一光産業 大仙市刈和野字愛宕下
62 （株）佐々木建材店 大仙市北野目字三条川原

表１１．　ワンデイエコチャレンジ参加事業所
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用語解説 

 

○二酸化窒素（NO₂） 

  工場やビル暖房等における燃焼工程、自動車などから排出され、太陽光線

の作用により炭化水素と反応して光化学スモッグの原因となります。 

 

○ppm（百万分の１、Parts par million） 

  ある量が全体の百万分のいくつあるかを表します。例えば大気中の汚染物

質の濃度を示すとき１m³の大気中に１ミリリットル含まれていた場合１ppm

（容積）、また水中の汚濁物質などで１t の液体の中に１g 含まれていた場合

１ppm（重量）といいます。 

 

○酸性雪 

  工場や自動車から排出された硫黄酸化物や窒素酸化物が硫酸や硝酸に変化

し、溶け込んで酸性が強くなった雪のことです。酸性の度合いは pH（水素イ

オン濃度）で表現されますが、一般に pHが 5.6 よりも低い数値を示す雪を酸

性雪といいます（雨の場合は酸性雨）。 

 

○電気伝導率（EC） 

  電気の流れ易さを表します。水が電気を流すのは水中の電解質によるもの

で、電解質の量が多いほど電気が多く流れます。そのため、水中の電解質の

量を知る目安になります。 

 

○BOD（生物化学的酸素要求量） 

  水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素の

量を表します。河川の汚濁状況を示す代表的な指標で、数値が大きいほど汚

濁が進んでいることになります。 

 

○SS（浮遊物質量） 

  水中に浮遊している微細な固形物の量をいい、数値が大きいほど水は汚濁

しています。 

 

○DO（溶存酸素量） 

  水中に溶け込んでいる酸素の量を表します。水の自浄作用や水中生物の生

存には欠かせないので、きれいな河川水中では普通１リットル中に 7～14mg

程度ですが、有機物の流入量が多くなり汚濁が進行すると減少します。 
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○大腸菌群数 

  大部分は哺乳類の消化器官に存在する微生物群であるため、消化器系病原

菌による汚染の指標として用いられます。 

 

○ダイオキシン類 

  水に溶けにくく、蒸発しにくいほか、他の物質とも簡単には反応しない性

質を持っている化学物質です。「ダイオキシン類対策特別措置法」において、

ポリ塩化ジベンゾパラジオキシン（PCDD、75 種類）とポリ塩化ジベンゾフラ

ン（PCDF、135 種類）及びコプラナーポリ塩化ビフェニル（CO－PCB、10 数種

類）を合わせて「ダイオキシン類」と定義されています。 

 

○pg－TEQ/m³ 

  pg は１兆分の１グラムを表します。また、ダイオキシン類の濃度は、化合

物の構造により毒性の強さが異なります。そのため最も毒性の強いダイオキ

シン（TeCCD）の毒性を１とした場合の相対的な係数をかけて、その他の化合

物の毒性を表します。例えば、あるダイオキシンの毒性が TeCCD の１０分の

１だとすると、1pg/ m³の濃度で存在していても、0.1pg－TEQ/ m³として表し

ます。 

 

○LAeq、LAx 

  LAeq とは、測定時間内に受けた騒音総エネルギーを測定時間で割ったエネ

ルギー（騒音）の平均値であり、LAx（xは数字が入ります）は測定時間の x％

がその値を超えていたことを表します。 
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 資料２  

○各種環境事業における取り組み 

《環境学習・教育》 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

（9 月 1 日号広報より） 
（平成 21年 4月 1日号広報掲載） 

（平成 21年 9月 1日号広報掲載） 

（平成 21年 7月 16 日号広報掲載） 



 ２ 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（12 月 1 日号広報より） 

（平成21年 12月 1日号広報掲載） 
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（平成21年 12月 1日号広報掲載） 
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（平成21年7月 16日号広報掲載） 

（平成 21年 8月 16 日号広報掲載） 
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（平成 22年 2月 1日号広報掲載） 
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（平成 22年 6月 1日号広報掲載） 
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（平成21年4月1日号広報掲載） 

（平成21年5月1日号広報掲載） 
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（平成21年 11月 1日号広報掲載） 

（平成 21年 11 月 1日号広報掲載） 
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《各種クリーンアップ活動》 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（平成 21年５月 1日号広報掲載） 

（平成21年8月1日号広報掲載） 
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《廃棄物対策》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 21年 4月 1日号広報掲載） 
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 （平成21年8月1日号広報掲載） 
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（平成21年 6月16日号広報掲載） 

（平成 21年 11 月 16 日号広報掲載） 
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（平成21年12月16日号広報掲載） 


	01平成２１年度環境事業及び環境調査結果の概要
	1/4
	2/4
	3/4
	4/4

	02酸性雪集計（表１）
	03酸性雪（表２．図１）
	04河川水質調査の結果（表3.図2）
	05河川の環境基準（表4）
	06大仙市採水位置図（図3）
	07騒音調査結果（表5.図4）
	08騒音に関する環境基準の類型と基準値(表7、表8 )
	09環境学習（表9.表10）
	10H21ワンデイ事業所（掲載可）
	11用語解説
	1/2
	2/2

	12広報掲載（審議会資料）
	1/14
	2/14
	3/14
	4/14
	5/14
	6/14
	7/14
	8/14
	9/14
	10/14
	11/14
	12/14
	13/14
	14/14


